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ったと言ってよいが,実際にカ ンボ ジアに着 いて
WHO の Dr･C.Rubinsteinに会い,その通訳で厚
生次官 Long Nghet氏や,結核診療所長 Dr.In


























































































(INH)の投与量については入院症例で も一 律 に1日
0.3g で,これを増量するような方針は何れの国でも
考えられていないようである｡
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1965年11月から66年2月まで,約4カ月 間 にわ た
り,コロンボ計画に基き,ネパール王国カ トマンズ盆
地において,結核の集団検診を主とする業務に従事す
る機会を得た｡
1. 社会的背景
検診実施地域は,首都カトマンズ東南東約 16km,
カトマンズ,パタンと共に,この盆地の三大都市とさ
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